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や
ま
ぶ
き
会

小
　
高
　
浩
　
行

山
田
中
に
特
別
支
援
学
級
設
置２

代
が
本
市
に
定
住
し
、
地
域

に
根
差
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
は
、
ま
ち
の
活
力
や
に
ぎ

わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
り
、

市
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

住
宅
取
得
へ
の
補
助
金
制
度

を
含
め
、
本
市
に
お
け
る
効

果
的
な
施
策
に
つ
い
て
具
体

的
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

質問
生
活
と
生
産
年
齢
人
口

で
あ
る
。
ま
た
、
急
速
な
高

齢
化
の
進
展
に
よ
り
増
大
す

る
慢
性
期
の
医
療
ニ
ー
ズ
に

対
す
る
受
け
皿
や
、
み
と
り

を
含
む
医
療
提
供
体
制
の
基

盤
の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
国
、
県
の

動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

医
師
会
等
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
在
宅

医
療
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

質問
在
宅
医
療
の
基
盤
整
備

要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
利
用
者
の
声
を
可
能
な
範

囲
で
事
業
に
反
映
す
る
と
と

も
に
、
平
成
29
年
３
月
に
策

定
し
た
川
越
市
都
市
・
地
域

総
合
交
通
戦
略
の
基
本
目
標

で
あ
る
「
市
民
が
暮
ら
し
や

す
く
、
訪
れ
る
人
を
魅
了
す

る
『
川
越
の
ま
ち
』
の
活
動

を
支
え
る
交
通
の
実
現
」
を

目
指
し
、
今
後
も
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

質問
公
共
交
通
と
交
通
政
策

生
徒
の
ニ
ー
ズ
や
実
態
、
通

学
の
利
便
性
等
を
考
慮
す
る

と
と
も
に
、
指
導
す
る
教
員

や
教
室
の
確
保
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
計
画
的
に
設
置
を
進
め

て
い
る
。
山
田
中
学
校
に
お

い
て
も
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
設
置
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

質問
山
田
地
区
の
諸
課
題

質問
内
部
統
制
方
針
策
定
等

越
県
土
整
備
事
務
所
お
よ
び

道
路
管
理
者
と
連
携
、
調
整

を
図
り
、
行
政
処
分
を
検
討

し
て
い
く
。
土
砂
の
撤
去
が

進
ま
な
い
場
合
に
は
、
事
業

者
に
対
し
早
急
に
搬
出
先
を

選
択
す
る
よ
う
強
く
指
導
す

る
と
と
も
に
、
捜
査
機
関
等

と
情
報
を
共
有
し
、
よ
り
一

層
厳
し
く
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問
生
活
道
路

質問
池
辺
増
形
土
砂
の
た
い
積

問
幅
広
い
問
題
に
対
応
し
た

施
策
と
し
て
、
子
育
て
世
帯

親
元
近
居
、
同
居
を
目
的
と

し
た
住
宅
取
得
補
助
金
制
度

は
有
効
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

答
総
合
政
策
部
長
　
子
育
て

世
代
の
親
元
近
居
、
同
居
が

進
む
こ
と
は
、
子
育
て
支
援

や
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
、

多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
多
く
の
子
育
て
世

問
高
齢
化
に
伴
い
、
病
院
等

へ
の
通
院
が
困
難
な
高
齢
者

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

訪
問
診
療
等
の
在
宅
医
療
の

基
盤
整
備
に
対
し
て
、
今
後

の
市
の
考
え
は
？

答
保
健
医
療
部
長
　
在
宅
医

療
は
、
入
院
医
療
や
外
来
医

療
、
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
相
互
に
補
完
し
な
が
ら
患

者
の
日
常
生
活
を
支
え
る
医

療
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
不
可
欠
の
構
成
要
素

問
川
越
シ
ャ
ト
ル
と
デ
マ
ン

ド
交
通
を
併
用
し
て
い
く
こ

と
で
、
公
共
交
通
が
こ
れ
ま

で
と
比
べ
本
当
に
便
利
に
な

っ
て
い
く
の
か
、
市
長
に
伺

う
。

答
市
長
　
川
越
シ
ャ
ト
ル
と

デ
マ
ン
ド
交
通
の
２
つ
を
併

用
す
る
こ
と
で
、
市
内
全
て

の
交
通
空
白
地
域
の
解
消
が

図
れ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

利
便
性
に
お
い
て
は
、
併
用

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
必

問
山
田
小
学
校
の
特
別
支
援

学
級
を
卒
業
す
る
と
初
雁
中

学
校
特
別
支
援
学
級
に
通
う

こ
と
に
な
る
が
、
山
田
中
学

校
に
特
別
支
援
学
級
を
設
置

す
る
可
能
性
を
問
う
。

答
学
校
教
育
部
長
　
埼
玉
県

で
は
、
特
別
支
援
学
級
の
設

置
率
を
高
め
る
こ
と
を
推
奨

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市

と
し
て
も
、
同
様
に
、
設
置

率
を
高
め
る
方
向
で
考
え
て

い
る
。
そ
の
際
に
は
、
児
童

問
池
辺
・
増
形
地
内
で
土
砂

の
た
い
積
が
無
許
可
で
行
わ

れ
市
道
が
封
鎖
さ
れ
て
い
る
。

近
隣
住
宅
の
土
砂
災
害
の
危

険
性
が
高
ま
っ
て
き
た
が
今

後
の
対
策
を
ど
う
す
る
の
か
。

答
環
境
部
長
　
土
砂
の
無
許

可
た
い
積
に
つ
い
て
は
、
現

場
へ
の
立
ち
入
り
や
廃
棄
物

等
監
視
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
等
の
監
視
活
動
を
強
化
し
、

行
政
指
導
を
引
き
続
き
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
埼
玉
県
川

通
告
事
項
の
要
約

会
派
名

　議 員 

氏 

名

質問の
順　番

一
般
質
問
の
表
題

答
弁
者

２５

図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
）

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
図
書
館
等
で

５
月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

自
由
民
主
党

荻
　
窪
　
利
　
充

若
年
世
代
呼
び
込
み
の
重
要
性１

自
由
民
主
党

栗
　
原
　
瑞
　
治

訪
問
診
療
の
推
進
を
！
　
　
　 ３

自
由
民
主
党

海
　
沼
　
秀
　
幸

土
砂
無
許
可
た
い
積
に
つ
い
て４

自
由
民
主
党

吉
　
敷
　
賢
一
郎

便
利
な
公
共
交
通
の
実
現
へ

５


